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　良動車と一言にしていうが，その種類は多種多様であ

る．形式や溝造等も國産車と．外函車とでは蓮つている．

同じ外國車でもアメリカ製とa－P　t？パ製とではま允墜

つてくる．それらもなおまた職前とアブレ・ゲー）Lとで

はおのずからいろいろの瓢で異つているから一概にはい

えない．その自動車の材料について逃べよというのだか

ら，絵りやさしい問題ではない．が多少とも私がわが國

においては見識経瞼が深いということだから，やむなく

これ等のことがらについて，一二のべることにする．

　日本の自動車を歴史的にいえばこれをダヅトサソ，オ

、タ，トヨペットの小型4輪車，トヨタ，二v．サソ，い

す塙ふそうのガソリソトソ積トラック，マツダ，みず

しま，ダイハツ，アキツ，ジャイアソト，くねがわ，サ

ソカー，オリエソト等のいわゆるす一ト・3輪車，デソ

カ・たま，紳鋼電装申島初電氣自動車，日野民

生，いすyt東H本重工，池貝，金剛等のヂーゼル大型

車，シルバロ・ピジ1ソ，ラピットのモーター．。スクー

タρ等々が伏表的車種といえる．

　LJ，－1：のような自動車のけ料はまずなんといつても，鋼

が多いことは論をまたない．しかし，鎮鍮，LI金合金，

輕含金亜銚銅，嬉鍬二・ケ，レ等明1識合錨働．目

している．ゴム，ガラス，布，プラスチックス等も必要

資材ではある．

　こLに以上のような材料て一々羅列してもスペースが

ないし，興昧もないので，自動車材料の特性やトピック

ス等について記述してみたい．

　自動車の生産過程においては（1）どういう自動車を造

るか一計書，（2）どういう材料や機械でどう造るか一

生鑑（3）規格通りの製品かでき上つたどうか一ド蓬

という3部門にわけることができる．このうちでM．糾は

とくに自動車の性能や便格の上において重要な地位をし

めていることは議論の鹸地がない．

　例えばシリンダの魔粍が少いとか，勲受合金が嶢付い

たとか，ポソプの軸がへらないとか，クラソク軸が折れ

るとか，スプリソ．がへたる．毒ばねが折れる，深絞り

の板がわれるなど材料に鋼する苦情は非常に多い．職前
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も職後もともに同じ位だ．とくに外國品にくらべていけ

ない・

　その原因はどうだろう．それはいろいろ考えることが

できる．材料工業の技術水準が低いともいえる．いや，

自動車の贋格自身が相蹴にやすいので．その一部一部

を構成する部分品の軍便をやむをえずやすくせざるを得

ない事情にあるとも考えられる．大農アメリカが骸界一

の自動車生産瞬で，その互大な設備，生産方式，販費術

で需要窒にやすく普及している關係から，日本の自動車

部品もその影響で一般に康くねぶみざれるので，寳本蓄

積の低いわカ．囲の自動車關係工場でに・スト高の製品安

という暫果になりがちで，自然「㍉質の信頼度の低いもの

が出廻る危駐が非常に多いということがいえる．

　以上脛濟｝櫻にだけその原因をおしつ“tfcような感

じだが，按術面においても優秀とはいえない黙がある．

一「こしていえぱ自動車エ業の根本でちる大量生建方式

というものが材料面においても，加工方面においても，

鹸査作業においても微底普及してい加・うらみがある．

下請作業をやる中小企業においてとくにそういえる．

　自動車の根幹である材料部門二おいても岡様のことが

100いえる．大量生塵用機械加工1二適する品質乾一な

素材の入手の難しいことが，H本の自動車のよくな1、・大

きな原因の一であることは記憶に贋する．材料が槻本的

によくならなげれば，鐸；甘、塗料，ガラス，ゴムその他

すべてのものの品質が向上し，贋絡がやずくならなけれ

ば，日本の自動ヰの賢際市場進閏は期待できない．

自勧車用材料の種類と特質

　自動単用材麟のうち主として金麗含金についてのべる

胎からいえば鷹，管，潮も板にわけられる．種類は鋼，

銅合金，輕含金の順に使つている．これらの形の素材か

ら鍛造，‘ @餓加工，プレス，鞭埋等によつて部品をつ

くる．これらはすべて生薩技術に關係がある，しかも先

にのべt友量生百方式按徳である．

　しt　つて白動車犀材料は大量生蓬用材料であること

が第1條件である．この顎の鍛理続計學やロ質管理請か

らいえば，．ZF均笹Xと整標準備差fZとの．卜等の値の

ものだということである．これは筆老が十敬年前から提
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　　唱していた事窒で，材料業者は職前までは相當理解して

　　N・fe．いままた品質威理啓蒙蓮動でその翻念が再確認さ

　　れづ玉ある．例えば機械加工方面からいえば自動機を多

　　く使う關係上，寸法公差の僅少な棒材でなければが受付

　　けない．求ルト，ナット材においても，後車軸用鍛造材

　　でも公差がJIS程度だと故障がおきたり，工員がケガを

　　したりする．大量生産用機械には大量生産用材料を食わ

　　せねば絶勢だめだということは重大事蜜である。

　　　輕螢者は從來，機誠さえ外國品を買つでくればなんで

　　もできると思い示ちで，外國生れの機械に適合する素材

　　の供給を忘れてみずから製品㊧技術水準を低くしている

　　絢きがあるので注意を要する．・

　　　自動車の車薩の深絞りはむつかしい．アメリカ製の薄

　　鋼板ARMCOとかSENEKA等は容易に成形できる．

　　國謹晶では，不良牽Pは少くなつたが，できばえが見劣

　　りする．これは鋼板の生れつきで，銑鐵，屑鐵の差から

　　一くるζとに，アーメリカ■のパγと東京パtLとの根違みたいt一

　　な竜のである．宿命的な素困も多Xあるが，あきらめる

　　必要はない．道遠からじと努力すべきである．

　　一一自動卑工業の特質として，黒皮鍛造仕あげ，．自動輩用

　機の普及等がとぐにあげられるが，これにしたがつて材

　　饗の特質も限定されるrすなわち黒皮仕上げは型鍛造で

　．加工されない部分は後に機械加工をしないでそのまま製

　品として費るのであるから，表面はキレイでなければな

　　らぬ．したがつて表面にキズが残つてはまずい．すなわ

　　ち銀造素材は寸法はやかましく，表面キズは絶無である

　べしという要求である．しか亀化學成分の公差は炭素で

’　be±0・04％位だというとわが國の鋼材會甦は悲鴨をあげ

　　よう．ここSにアメリカと日本の差がでてくる．

　　　もうでつの自動軍用機である．これは切削專用機でた

　だ高速に正確にキレイに仕上がれぱよい．このためには

　侠削鋼を絶甥使用せねばならぬが，職後わが國で快創鋼

　の生薩をきかない．　　　　　　　　　　　　　・

　　　ζういう風に根本問題が解決されていないために，日

　本の自動車工業が渥々として進歩しない。技術者電，そ

　の代表である學術禽議々員庵，ひいては國會議員亀日本

　．工業の根本問題を検討の上方針をきめねば，相攣らず芋

　鍛造露灘，ケズリ屑製造會杜の助成育成にこれつとめる

　ことに相成ろうというもの，絶封要注意事預に麗する．

自動軍用鋼材規格

　　　　　今日本の自動車はどんな鋼材を使つている瓜アメリ

　　　　．thや歓洲車はどうか．という疑問から解決してゆこう．

　　　　献つきりいつて自動車規格はアメリカのSAE規格に引

　　　　　きずられ，晶質向上の方向にあることはよろこぱしい．

　　　　SAE鋼材規格とはSocietY　of　Automotive　Engineers

　　　　　P　　　　．（自動車技術會に當る）が毎年改訂制定している自動車用

　　　　親格で，極めてその表示法や内容が優れているので♂筆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　棒

の職駄痴晶嬉㍊　磁1，．　・∴・竺巳∵．こ1認∴、圃∴。一
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　　　　　　　第　1　表
SAE鋼一炭棄縄　　SAE　Handbook，1949年から載粋

ン

SAE　N。．1

　　　　’
C M・「「下「τ酉

＜0．08

＜0．10

0．08～0．13

0．13～0．18

　〃
0．15～0．20

　〃

　　〃
0．18～0．23

　　〃
0．19～0．25

022～0．28

0．22～0．29

0．28～0．34

－0：28ttO．36

0．30～0．38

　　〃

0．30～0．37

0．35～0．42

0．37～0．44

　　〃

0．36～0．44

0．40～0．47

　　〃

0．43～0．50

　　〃

0．46～0．53

0．48～0．55

0．47～0．55

0．50～0．60

0．55～0．65

0．54～0．65

0．60～0．70

　　〃

0．60～0．71

0．65～0．75

0．70～0．80

0．72～0．85

0．75～0．88

0．80～0．93

0。82～0．95

0．85～1．00

0．90～1．05

0．2S；vO◎40

0．25～0．50

0．30～0．60

0．30～0．60

0．60～0．90

0。30～0．60

0．60～0．90

0．70～1．00

0。30～0．60

0．70～1．00

1．35～1．65

0．30～0．60

1．20～1．50

0．60～0．90

一〇．70～1．00

0．50～0．80

0．60～0．90

　　〃

0．60～0．90

0．70～1；OO

O．60～0．90

1．35～1．65

0．60～0．90

0．70～1．00

0。60～0．90

0．70～1．00

0．60～0．90

　　〃

1豊20～1．50

0．60～0．90

　　〃

0．85～1．15

0．50～0．80

0．65～0。90

0亀85～1．15

0．60～0．90

0．50～α80

0．30～0．70

0．60～0．90

0；70～1。00

0．30～0．50

0．60～0。90

　　　も0．30～0．50

＜0．040

〃

〃

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

1．20～1．．50

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃〃〃〃

〃

〃

〃〃〃

〃

〃〃

＜0．050

　〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃・

〃

〃

〃

〃〃

〃

゜　　　謎一Si％は別に定ある．

　者等は敬意を表している．職後にわかに種類がふえ，そ

　の系統にも一寸混謝をきたしたような感じをもつが，今

　後日米間の交渉がますます深刻になるにつれ，やはりそ‘

　の使用度も増加するだろうから一寸絡介しておこう．’

　　6　　　　　　　　　’　　　　　　　　－29
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　　　例えばs紐脚≧いえぱ⑳⑳％の軍純渉糠鍬
　　　ま泥SAK　3120はNi－一　Cr鋼で，淡素量ほ約O．20％の

　　　滲炭鋼，SAE　5140はCrが約1％でCO・40％ρクロ

　　　ム鋼などいうように，第1番目の藪字が鋼種を，第2番

　　　鷺の数宇がその特殊元素量を，第3N4番目の婁嬉が炭

　　素の％を示しているのである．全銀腫を網羅できないの

　　　でその系列を示すにとどめる．

　　　　［η遡10一淡素鍋11一快削鍋ネジ材・13・－
　　　M・鍬工6一工9％）［2］埋鋼一23－（3．5％Ni），　25r－（ら

　　　％Ni）　［3］Ni・一一Cr鋼　31－一（1．25％Ni，0，6％Cr），32－

、　　　（1．75％Ni，1％Cr），33－（3．5％　Ni，　L5％Cr），30XXX

　　　醗酸，耐熱錫〔4］Mo鋼（O・15－O・3％Mo）40－C－Mo・

十　’4レC・一一M・（O・4rl・1％C・）・aS・－C・一一Ni－－M・α75％Ni・

　　　O．S－O．S％Cr），46－－Ni－Mo（1．75％Ni），48－Ni－Mo（3．5％

一．・Ni）［5］　C・’ ?氏@51一低Cf，　501一低C・（軸受），511一中

　　　Cc（軸受），521－一一高C・（軸受），5mu耐醗耐熱銅・

　　　［6］Cr－V鋼61－（1％℃r）［9］Si－－Mn鋸92－（2％Si）

　　　〔8－9コ3成分合金銅86－（O．40－－O．70％Ni，0・40－O．6％

　　　Cr，0．15－0．25％Mo）87－（Ni，　Cr同前，0・20－O・30％

　　　Mo），93－一（3．0－－3．S％N／r；1．0－14％Cr，0．08－0．15％

　　　Mo），94－一　〈O．3－－O．6％Ni，　O・3－O・5％Cr，　Mo同前）・97－

　　　（0．4－O．7％Ni，　O．1－O．26％Cr，0．15－O．25％Mo），98－）

　　　O．85－1．15％Ni，0．7・－O．9％Cr，　O・2　－O・3％Mo）〔9］低盒

　　　金高抗張力鋼9XX［60］耐熱鋼60XXX（1－22％Nl・4－

　　　30％Cr，2－80％Mo，1．5－2．0％Si，1・02・0％Mn）〔70］

　　　同前，（4－68％Ni，10－－32％Cr，2－一一3％Si，1－一一2％Mn）

　　　’以上のようであつて最近高温度用合金鋼の規格制定に

・　　大童であるようである．

　　　　一般にSAE鋼は外國の規格にくらべてMn量が高い

　　　貼は注意を要する．　したがつでC％だけ比較しても同

　　　じ庵のよりSAE鋼の方が強ぐて嶢がよく入るわけであ

　　　る．　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　一

第2衷　自動車用クロム鋼

展 別

　化　　　墨　　　rk…　　分　　　％

・1・・IM・｝・＿S」・・

〆・ム銅踵吸α、8

〃2種吸。23
〃3種゜2ft。．28

〃4種゜2Z33
〃5穫゜・3se。38

〃6種゜’31！．。．43

　　　7種゜’41t　。．4S

。〃8秘吸α5。

lo，1s

　・一・O．35

　〃
〃

〃

〃

〃

〃

ff

060　　　　1e．035

　～0．85　　　　以，F

　〃　　　　　　　〃

〃

〃

〃

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃〃〃

゜・°3

　〃

〃

〃

〃・

〃〃〃

α曳L20

〃〃

〃

〃〃

〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　なおP，S量も多いが，これはMnの多いのも手傳つ

　　　て後に述ぺる快削性を増している敷果を與えて酔る．ま

　　・たSAE規格にはSi％示朗示L．11Cない・脚註に小さく

　　　かいてある，これを落してはいけない．縁付鋼か欝鋼

鎗飼卸．　　＿三・　㍉
　　　’「　　x　　　　　　　　　　　　－　　　．　　　＿　fi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c
夢　t’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’“・一一一一一　『　　　　t－．・　t。、一．　．　“　．、　一，

　　　　　　　　　　　∴∵，葱塞鍵：擁荘．1　響

　かを津丈者が指定すべきである“eの織とζに熱・難

’　者は注意転ないと，えらい事故をおこず　・SAE．ハシげ、

　ブックを丸窟して規格をだしてr火損害を與えた先輩の　　　・．

　轍をふまぬよう，その折は學識輕験老の門をた玉くぺ鳶

　である．ts　一一っ，　SAE鋼材規格には機械的性質を別に

　規定していない．これは化學成分の標準偏差σのが小さ

’ければ，因果律によつてその機域的性質も　－reになると’@　幌
　いうことを見越した賢明なやり方だと思う．

　　ところで日本の自動車鋼規格はどうなつているか．こ

　れはJISできめられている・種類は2種類，すなわち

　炭素鋼とCr鋼（あるいはCr－MO鋼）である・炭素鋼

　は機械欝造用炭素鋼とV〈う名構になつている．これらは

　約10年前當時アメリカの影響をうけた，わが國の自動．’

　車工業關係者によつてでき上つたもので，敗職後になつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍　’て見ればSAE規格の競念通りになつているし威分はtz　一一

　S’C％だげの高低によつて性質をかえようという理想形一

　．式になつているので，かえつてSAE規格柔り進んだも一

　のだと思われる．　　　　　　　　　　　　　・

　　合金鋼をCr鋼だけにしたのは，もちろんNi－Cr鋼

　に越しteことはないが，資源としてに人間以外にはなん

　で電が不足している日本としては，Ni等は最後の切札

　元素にしておくがよい．またコストを下げる意昧からも

　職時折角ごr鋼に切換えてなれてしまつたそのむつがし

　い按術保存の上からも，いま組國復興の途上に容易な按

　術に電どる必要は豪もないからCr鋼一・貼ばりでゆく元

　氣は買うべき便値がちる，世界の自動車市場に君臨して．

　いるFord車がCr鋼1本でいつてる事蜜は見逃してな

　らない敷十年來の秘事であつた．職後のアメリカ車が，

　51一系にほとルぎ韓換している眞相は知る人ぞ知るで，こ

　いまさらこれをまねないですんでるわが國自動車按衛者

　には將來に榮光あるものと信じる．た父し86二系，97r　一

　系のように低Ni　Cr－Mo鋼の使用はゆるさるべきであ

　る．　．

　　自動車部品と材料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壷　　クランク軸　鋼材のCO．40－O．55％をもつとも多く・

　用いる銃計的にSAE　1045が一番普通だが・彊度を要

　求する場合はC％をあげる．上にのべたように型鍛造で

　作るが，火造りや継理で鋼材を損傷しないように注澱

　せねばならぬ．できあがりの引張り強さは77kglmm2，

　伸18％，絞り45％，ブリネル硬度225－235が標準で

　　ある，日本の多くの自動車のクラソク軸の材料は炭素鋼

　　で，そのままのズブ焼スれか，火焔式緬硬化で軸面を

　硬くしている．アメリカではだんだんと高周波嶢入がさ

　　かんになつてきた．

　　高級車にはSAE　3140を用い・，機械的鉾質は引張ウ

　　張さ109kg／mm2・伸16％・絞り’59％ブリ冬ル硬摩

　　295．一　SO5で油焼入れをしている．この外C卜V，　Cr一一’

　　M。，Ni－C・－M・鋤どを使用しvCv・たが1獄1螺鋤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　・

一蝿　　，
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黙訊 悌ベメゴ触㌧　s“’／　’か凸『ψ終　　Pt
廃3奮蕗2・號　　　’　．．

になりつ玉ある．

鯛クランク軸これはF・・d車がシリソダからV’

’3型に鱒換した際に蟄表しその後ずつと使用している．

黒錯性鐘鋼で，從來の鍛造より軍便を低くし，成形を容

易にして，のちに熱慮理セ機械的性質を與えるという賢

朗た方法をとつている．製品から操つた試料の研究報告

では，化學威分の一例はC1・66％，　SiO・89％・MnO・70

　　・．％，Cu　1・78％Cr　O　65夕6で弓1張りi撮さは55　kg／mm2で

　　　伸や絞は事蜜上0であつたという・

　　　　なお國産トヨタ車も鋳鋼クラソクを使つているが，製

　　　造法は普通鑛鋼と同じで，型作業ほアメリカ式であるが
．k、

　　　獄質はFQrdとちがつている・
∫　ピストン第1次熾前はもつぽらピストソ材はes

　　　鐵であつたが，その後は順次アルミ＝ウム合金になつて

　　　いつた．比重が鐵の7．5から3に下るから，それだけ輕

’　　　くできるガというとそうではな．く，強度の不足，特に高

諺　　　湿度での不満のため壁を厚くする等の泥あ，そう輕くは

’　　　できない．

　　　　一しかし第2次六職前には航盛機の影響もうけたことだ

　　　゜が大抵ピストソがアルミ’ニウム合金になつた．その中で

　　．　も有名なのはLk－Ex（bOw　expansion）含金とY合金

　　．である．恥一伽は二・サソ車がB・hnの轍を買？て

　　　使用している．要は＄i％を多量に入れて膨脹係敷を減

　　　　ずるにあるのでY含金が12・2×10’6なのに比レLo－Ex
ゐヨ　’

：　　　は10～10．6×10－6で・Siは12－20％入れうる・Siが多

　　　　い程膨脹牽は小さいが，謄黙が上昇し，また硅化アルミ

　　　　ニゥムの硬物質の獲aが多くなり，鋳解，機械加工が困

　　　　難になる．

　　　　　］Lo－一一Exの化學成分はSi　14％，　Ni　2％，　Cu　1％・Mg

　　　　1％で，機械的性質は引張り強さ21kg／mm2・伸o・1％，

・　7“　i）ネ・・磯90～1？0・膨脹鰭1q5・10’6である・

　　　　　この輕合金ぜストソを使用する主要な理由は，材料屋

」一　は高澱醸が高いからだと・・うが，設讃際方面から

　　　　いえば（1）熱傳導度がよいからピストソの頭の温度が高

〆∴夢「』@　　　額．♂弱響i
くならない②アル・合鋪耐離のペアリyグ性質が領

　大きいからである．立場が違えばいい分がたがいに違う

　のがおもしろい．その勉Y合金もかなり使つている．’￥

　の化學成分はC・4％，Ni・2％，　Mg　1．5％で強度は恥一・

　Exと等しい．　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　「一

　　アルミ合金ピストyに“invar”（Ni　36・2％の最低膨　　　・

　脹係敷の鐵合金）strutを挿入したものは1923年にA・

　Nelson　の獲明で日本でも使つていることは先にも述べ

　た．Ni　33％，のものを代表している庵のがあるが・これ・　　’

　は未だい玉としてNio％の亀σにいたつてはイソチキと

　いわざるをえない．’

　一アルミ．ピストンの表圃鯉　　　　　　　　　　　　　．

’輕合金ピストソは焼付きの故障が多ヵ・つtaのでf　e　iz

をふ息ぐたあ匠陽極慮理を行う．25％のH2SO4溶液内1　　脚

でピストンを陽極に，Pb板を陰極にして，24°Cで12V
　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

で40分慮理し，いつ庵麓俘するドこうするととくに冷

間時起動の際潤滑作用が働ふないたあの故障を防止でき

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　’また輕合金ピストンを錫メツキする作業D：一一般化して

いる磁れは錘簿ストソでもやるその方法は機械加

・工後，一瀞水洗5％HC腋に5分・水洗後・．糾7％

NaOH液に浸し，流水申に貯藏する．「次に錫酸ナトリウ

ム溶液申で60～70℃で5～8Vで60分間，電流密慶

032～o．40amp／cm2で塵理するとo・046～o・056mm直径

が増加する．

Nこの鯉r浸灘がある・解能の差をこよる法でピスト　tH

ンを清漂後20％HNO3液に透し，流水で洗い，約5％

の錫酸ナトリウウ液に3～5分浸漬する，0・005mm’Nの

Sn皮膜を生じ友白色の錫濁得の色澤を與える．　　　　　，

　玖上自動車材親の特性をぜックアツプし，材輝千野ず

る筆者の見解・希墓の一端を越べて大方の御参考に供す一

る…欠第である・
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その他　 トピック，實験ノ陣ト，i速i報等

’　　　生産技術研究所報告の最薪刊！

　特に頒布御希望の方は當研究所臨時業務部へ御照會下’

さい．第1巻第4號は高橋武雄鞭・木本浩二特研堂共
蓄“高粘性アルギン酸に關する研究，，であつて，その内

容は，高分子電解質であるアルギy酸璽の重合性を粘性
および電導極より實験的研究を行い．併せて種々の酸の

作用によるアルギソ酸分子の崩壌を粘性的攣化によつで
詳細に研究しf・高粘性アルギン酸製造上の滲考に資した．　、

　第1魅第5號は山田嘉昭助教授薯“二次元塑性理鹸と　　・…
その塑性加エへの感用について”の硯究である．すなわ
ち，材麟が完奎塑性で，S・ipt　V・nant・Mise＄の法即こ一

從う場合．め理論とその塑性加工への懸用を取扱つたもの　’fL”tt

であつて，まず二次元塑性理論の概要と，それを用いて
得られる湧り線の性質を論瑞．最後に理論を蜜際の塑性

加工に懸薦した例をあげて，線引・塵延・押鐵し等を巌

密に解く方法を述べた．
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